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報道関係者 各位 

 

       放送批評懇談会 

 

 

 発表！2022 年 5 月度ギャラクシー賞月間賞  

 

放送批評懇談会が日本の放送文化の質的な向上を願い、テレビ、ラジオの番組、関係者を顕彰する

「ギャラクシー賞」。ことしで 59年の歴史を誇ります。 

 

ギャラクシー賞テレビ部門では、「ギャラクシー賞」活動の一環として、毎月、自主的に番組を 

推奨する「月間賞」を選定しております。今月の月間賞を別紙のとおり発表いたしますので、 

貴媒体でお取り扱いのほどお願い申しあげます。 

 

ギャラクシー賞テレビ部門は、この日常視聴に基づく「月間賞」と、各社からの応募作品を併せて 

審査を重ね、毎年の受賞作を決定いたします。2023年 6月初旬開催予定の贈賞式にて、大賞を 

はじめとする各賞が決定、表彰されます。 

 

今後の選考にもご注目いただければ幸いです。 

 

●放送批評懇談会について：1963年の発足以来、評論家、ジャーナリスト、マスコミ研究者などを会員に、各種の活動を展開しており

ます。「GALAC（ぎゃらく）」の編集・発行、優れた番組・CMを顕彰する「ギャラクシー賞」の選考・運営、メディア界の動きを解説す

るセミナーやシンポジウムの開催などを行なっています。 

●過去の受賞作をお探しの場合は「ギャラクシー賞データベース（https://houkon.jp/galaxy-database/）」をご活用ください（掲載

内容：作品名、放送局・制作社名、制作者、出演者、受賞理由など）。 

放送批評懇談会 

ASSOCIATION OF BROADCAST CRITICS 

 

＜お問い合わせ先＞ 

ＮＰＯ法人 放送批評懇談会／担当：福島 

〒160-0022 新宿区新宿 5-10-14 中村ビル 2F 

Tel：03-5379-5521 Fax：03-5379-5510 

kondankai@houkon.jp https://www.houkon.jp/ 

 

https://www.houkon.jp/
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 放送批評懇談会 

2022年 5月度ギャラクシー賞月間賞  

 

ふたりのウルトラマン 

5月 2日放送 21：00～22：30  

日本放送協会 東京ビデオセンター ＮＨＫグローバルメディアサービス 

ウルトラマンの誕生に深く関わった沖縄出身の二人の脚本家、金城哲夫と上原正三。若い二人の葛藤を

通して沖縄を見つめる。彼らが本当に戦い取ろうとしたものは基地問題でも開発問題でもなく、沖縄と

いうアイデンティティだったいうことを教えられる。5月に多かった沖縄関連番組のなかでも秀逸な変化

球。 

 

私のバカせまい史 

5月 6日放送 24：58～25：58 フジテレビジョン 

第 1 弾も面白かったが、第 2 弾も好調。たわしコロッケや財布ステーキなどインパクト大の「昼ドラ愛

憎グルメ史」や、『犬神家の一族』歴代の「スケキヨの足」の考察など、マニアックすぎる視点が冴えて

いる。バカリズムをはじめとした出演者たちのプレゼンも心得たもので、なによりも大真面目にふざけ

ている感じがとてもよい。 

 

ＥＴＶ特集「君が見つめたあの日のあとに～高校生の沖縄復帰 50年～」 

5月 14日放送 23：00～24：00 日本放送協会 

本土復帰前の沖縄で、カメラマンとして 3 万枚の写真を撮影した吉岡攻が、写真に写った当時の高校生

たちを訪ねその後の人生を辿っていく。「本土復帰に期待したのは日本国憲法の中に入ることだった」と

話す当時の高校生の思いは道半ばで、本土に暮らす人たちにどこまで伝わっているのだろうか。 

 

ＮＮＮドキュメント’22「生きる力 神戸連続殺傷 25 年 途絶えた手紙」 

5月 22日放送 24：55～25：50 読売テレビ放送 

25 年前、世間を驚愕させた神戸児童連続殺傷事件。残された被害者家族は今なお真相を求め苦悩の日々

を送っている。少年 A から謝罪の手紙も来ていたが、手記出版などの出来事は遺族には激しい葛藤を引

き起こした。世間からは忘れられた時間を埋める地元局の秀作。 

 

★詳報は月刊誌「GALAC」2022年 8月号に掲載します 


